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Overview 

2026 年 3 月 5 日に OpenAI からリリースされた新世代 AI モデル「GPT-5.4」は、知的財産（知財）業務のあり方を根底

から覆すほどのインパクトを持つと予測される。専門職の人間に対し 83%のタスクで同等以上の性能を発揮するという

驚異的な能力は、これまで実験段階であった生成 AI の知財実務への応用を、本格的な導入・自動化フェーズへと移行さ

せる起爆剤となる 2 。特に、PC の自律操作能力、Excel などとの直接連携、そして大幅に削減された事実誤認（ハルシ

ネーション）は、特許調査の精度向上、明細書作成の質の向上、さらには IP ランドスケープ分析の自動化といった領域

で革命的な変化をもたらす 2 9 。これにより、知財専門家は定型的な作業から解放され、AI を戦略的パートナーとして活

用し、より高度な分析や経営に直結する意思決定に集中する時代の到来が現実味を帯びてきた。企業は、この技術革新を

前提とした新たな知財戦略、AI ガバナンス体制、そして人材育成計画の策定が急務となっている。 

詳細レポート 

GPT-5.4 の登場と技術的ブレークスルー 

https://japan.zdnet.com/article/35244674/
https://japan.zdnet.com/article/35244674/
https://creators.spotify.com/pod/profile/-11852/episodes/GPT-5-4AI-e3g10sp


2026 年 3 月 5 日、OpenAI は「複雑な専門業務向けの最も有能で効率的なフロンティアモデル」として GPT-5.4 を正式

にリリースした 2 3 9 。このモデルは、単なる性能向上に留まらず、実社会における AI の役割を再定義する可能性を秘

めている。 

 

 

 
 

専門家を超える性能評価「GDPval」 OpenAI が 2025 年 9 月に導入した新たな AI 評価テスト「GDPval」は、「経済的な

価値のある実世界のタスク」を AI がどの程度遂行できるかを測定する指標である 2 7 。GPT-5.4 はこの GDPval テスト

において、経験豊富な専門職の人間と比較された際、83%の確率で同等かそれ以上の成果を上げた 2 。これは、AI が特

定の専門領域において、人間のベテランと同等以上の業務遂行能力を持つことを客観的に示した画期的な結果である。 

信頼性の向上と機能拡張 GPT-5.4 は、従来モデルの課題であったハルシネーション（事実に基づかない情報の生成）を

大幅に削減し、事実誤認を 3 割減少させることに成功した 2 。これにより、情報の正確性が厳しく問われる知財業務での

信頼性が格段に向上した。さらに、以下のような新機能が実装され、業務への直接的な応用範囲が大きく広がっている。 

● PC の自律操作能力: AI が PC 上のアプリケーションを自律的に操作し、複数のタスクを組み合わせた長時間のワー

クフローを実行する能力が強化された 9 14 。 

● スプレッドシート連携: Microsoft Excel や Google Sheets と直接連携し、自然言語による指示で数式編集、データ

分析、財務モデリングなどが可能になった 9 10 14 。 

● 大規模コンテキスト処理: API では最大 100 万トークンという広大なコンテキストウィンドウに対応し、大量の文

献やデータを一度に読み込んで処理・分析できるようになった 9 。 

特許調査業務の変革：精度と網羅性の飛躍的向上 
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生成 AI の登場は、特許調査をキーワード検索中心の「第二世代」から、文脈理解に基づく意味的検索の「第三世代」へ

と進化させた 1 。GPT-5.4 は、この流れを決定的なものにする。 

 

 

 
 

調査の質的向上 GPT-5.4 の高度な文脈理解能力と低減された事実誤認率は、先行技術調査や無効資料調査の精度を飛躍

的に向上させる 2 5 。発明の要点を入力するだけで、関連性の高い文献を高い精度で抽出し、ノイズを自動的に除去する

ことが可能になる 5 13 。100 万トークンのコンテキストウィンドウを活用すれば、複数の主要な先行技術文献を一度に

読み込ませ、それらの技術的関連性や差異を多角的に分析・要約させることも可能となる 9 。 

調査ワークフローの自動化 PC 自律操作能力と Excel 連携機能は、調査プロセスそのものを自動化する 9 。例えば、「特

定の技術分野における過去 5 年間の特許出願動向を調査し、主要出願人トップ 10 と技術分類の推移を分析して Excel に

まとめ、報告書のドラフトを作成する」といった一連のタスクを、AI エージェントが自律的に実行する未来が現実のも

のとなる。これにより、調査担当者は単純な情報収集・整理作業から解放され、分析結果の解釈や戦略的示唆の抽出とい

った、より高度な業務に専念できる。 

出願・権利化業務の高度化：明細書作成から中間処理まで 

従来、生成 AI による特許明細書の作成はアイデア段階に留まっていたが、GPT-5.4 の登場により実用レベルへと大きく

前進する 5 19 。 

高品質なドラフティング支援 専門家レベルの文章生成能力は、発明提案書から高品質な明細書やクレームの草案を生成
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することを可能にする 2 6 。技術的な特徴を正確に捉え、かつ権利範囲を最大化するような表現を提案するなど、弁理士

や知財部員の業務を強力にサポートする 11 。図面から説明文を生成したり、逆に説明文から簡易的な図面を生成したり

といった応用も期待される 5 。 

中間処理の戦略的支援 中間処理においても、GPT-5.4 は大きな力を発揮する 5 19 。拒絶理由通知の内容を深く分析し、

引用文献との対比に基づいた反論ロジックの骨子や、権利範囲を維持しつつ拒絶理由を回避するための補正案を複数提示

することが可能になる 6 11 。これにより、応答方針の検討時間を大幅に短縮し、より戦略的で質の高い意見書・補正書

の作成が可能となる。 

IP ランドスケープと知財戦略立案へのインパクト 

GPT-5.4 の強力なデータ分析能力は、IP ランドスケープ分析を新たな次元へと引き上げる 5 。 

 

 

 
 

データ駆動型の戦略策定 膨大な特許文献、技術論文、市場レポートなどを統合的に分析し、技術の空白地帯、競合他社

の動向、将来の技術トレンドなどを可視化する 5 。NEC が推進するような「知財 DX 事業」においても、GPT-5.4 レベ

ルの AI が組み込まれることで、提供される分析の質と速度は格段に向上するだろう 16 。これにより、経営層はデータに

基づいた客観的な知財戦略や M&A 戦略を迅速に策定できるようになる。 

知財専門家の役割変革と新たな課題 
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GPT-5.4 の普及は、知財専門家の役割を大きく変える 2 。 

求められるスキルの変化 調査や書類作成といった定型業務の多くが AI に代替される一方で、人間には AI の出力を評価

し、最終的な意思決定を行うという、より高度な役割が求められる 9 。AI に的確な指示を与えるプロンプトエンジニア

リングのスキルや、AI の分析結果を経営戦略に結びつけるコンサルティング能力の重要性が増す 1 5 。 

AI ガバナンスの重要性 AI の能力が向上するにつれて、情報漏洩、著作権侵害、AI 倫理といったリスク管理が不可欠とな

る 5 。内閣府が提唱する「プリンシプル・コード」のように、AI の学習データに関する透明性などを求める社会的な要

請も高まっており、企業は社内ガイドラインの策定や AI ガバナンス体制の構築を急ぐ必要がある 4 。初期投資や社内教

育、既存業務プロセスとの統合も、導入を成功させるための重要な課題となる 5 。 

1. 特許調査におけるプロンプト～生成 AI 活用～（プロンプト付） 

2. OpenAI の新モデル「GPT－5.4」、8 割以上のタスクで人間の専門 ... 

3. OpenAI 新 AI モデル｢GPT－5.4｣をリリース、他 2026 年 3 月 6 日 ... 

4. 内閣府の「プリンシプル・コード」 － 「AI 原則」に企業困惑 

5. 生成 AI 知財 特許調査 書籍 

6. よろず知財戦略コンサルティング 

7. OpenAI 提唱の GDPval とは何か：経済価値のある実務タスクに ... 

8. 生成 AI で社内問い合わせを自動化｜業務効率が劇的に変わる ... 

9. AI が AI のニュースを語る番組 

10. ネット業務の抑制求める NHK 予算で新聞協会 

11. セミナー：生成 AI による知財業務効率化｜ChatGPT・Gemini 等 

12. 生成 AI 時代の知財調査実務 2026 記事調査レポート － GrIP 

13. 生成 AI 特許分析 GPTs の使い方｜角渕由英（つのぶちよしひで） 

14. ChatGPT & Gemini ユーザー研究会 

15. 2025－04－17 生成 AI の潮流と未来 

16. 知財価値を「株式市場」のように可視化できないか－－NEC の新 ... 

17. 生成 AI と知財業界 

18. 知財実務における AI の活用 

19. 知財業務 生成 AI でどこまでできる？ 
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